
告

示

死
因
究
明
等
推
進
会
議
事
務
局

死
因
究
明
等
推
進
会
議
事
務
局
長

死
因
究
明
等
推
進
会
議
事
務
局

死
因
究
明
等
推
進
会
議
事
務
局
長

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報

附

則

こ
の
告
示
中
別
表
原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規

定
は
死
因
究
明
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月

二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
中
別
表
原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
の
項
を
削
る
改
正
規
定
は
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規

定
は
死
因
究
明
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月

二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
二
十
六
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
環
境
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
環
境
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

環
境
省
顧
問
（
第
二
十
八
条
）」を
「
第
四
章

原
子
力
規
制
委
員
会
（
第
二
十
八
条
）

第
五
章

環
境
省
顧
問
（
第
二
十
九
条
）

」に
改

め
る
。

第
四
章
中
第
二
十
八
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
章
を
第
五
章
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章

原
子
力
規
制
委
員
会

第
二
十
八
条

原
子
力
規
制
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
（
平
成
二
十
四
年
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
第

号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
環
境
省
所
管
の
不
動
産
の
登
記
並
び
に
船
舶
の
登
記
及
び
登
録
の
嘱
託
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

環
境
省
所
管
の
不
動
産
の
登
記
並
び
に
船
舶
の
登
記
及
び
登
録
の
嘱
託
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
総
理

府
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
大
臣
官
房
会
計
課
長
」
を
「
大
臣
官
房
会
計
課
長

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
長

総
合
環
境
政
策
局
長

環
境
保
健
部
長

」
に
、「
地
方
環
境
事
務
所
長
」
を
「
地原

方
環
境
事
務
所
長

子
力
規
制
委
員
会
原
子
力
規
制
庁
長
官
」
に
改
め
る
。

（
環
境
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

環
境
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に
関
す
る
省
令（
平
成
十
二
年
総
理
府
令
第
百
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
三
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
三
号
、
第
四
号
及
び

第
五
号
の
二
並
び
に
第
三
条
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
」
を
「
特
別
の
法
律
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
」に
改
め
、

「
試
験
研
究
等
」
の
前
に
「
環
境
の
保
全
又
は
原
子
力
の
安
全
の
確
保
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

災
害
に
よ
る
被
害
者
そ
の
他
の
者
で
応
急
救
助
を
要
す
る
も
の
の
用
に
供
す
る
た
め
寝
具
そ
の
他
の
生
活
必

需
品
を
貸
し
付
け
、
又
は
災
害
の
応
急
復
旧
を
行
う
者
に
対
し
、
当
該
復
旧
の
た
め
必
要
な
機
械
器
具
を
貸
し

付
け
る
と
き
。

第
十
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

生
活
必
需
品
、
医
薬
品
、
衛
生
材
料
そ
の
他
の
救
じ
ゅ
つ
品
を
災
害
に
よ
る
被
害
者
そ
の
他
の
者
で
応
急
救

助
を
要
す
る
も
の
に
対
し
譲
与
す
る
と
き
。

（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境

省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
又
は
第
二
十
条
第
三
項
の
」
を
「
又
は
第
二
十
条
第
二
項
の
」
に
改
め
、「
対
し
て
行
っ
た
」

の
下
に
「
同
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
」
を
加
え
、「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
三
項
の
」

を
「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
の
」
に
改
め
る
。

（
汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
の
指
定
の
要
件
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

汚
染
廃
棄
物
対
策
地
域
の
指
定
の
要
件
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
イ
中
「
又
は
第
二
十
条
第
三
項
の
」
を
「
又
は
第
二
十
条
第
二
項
の
」に
改
め
、「
対
し
て
行
っ
た
」

の
下
に
「
同
法
第
二
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
」
を
加
え
、「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
三
項
の
」

を
「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二
項
の
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
一
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
七
条
及
び
行
政
機
関

の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
十
六
年
内
閣
府
告
示
第
百
十
七
号
（
内
閣
府
本
府
の
保
有
す
る
行
政
文
書
の
開
示
に
係
る
権
限
又
は
事
務

の
一
部
に
つ
い
て
委
任
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

別
表
原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
二
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
四
十
六
条
及
び
行

政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
二
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
七
年
内
閣
府
告
示
第
三
十
一
号
（
内
閣
総
理
大
臣
の
所
掌
に
係
る
行
政
機
関
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
四
章
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
に
定
め
る
権
限
又
は
事
務
の
一
部
に
つ
い

て
委
任
し
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

別
表
原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
三
号

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
行
政
機
関
の
件
（
平
成
十
二
年

十
二
月
十
五
日
総
理
府
告
示
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
か
ら
施
行

す
る
。平

成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

原
子
力
安
全
・
保
安
院
」
を
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
」
に
、「
環
境
省
」
を
「
環
境
省

原

子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
六
十
四
号

災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
公
共
機
関
の
件
（
昭
和
三
十
七

年
八
月
六
日
総
理
府
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
か
ら
施
行
す

る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

「
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済

機
構
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
」
に
改
め
る
。
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